







A Study on Urban Intensity against the Snows 
considering the Conditions of Land Use and Road System 
Yoshiaki HONDA ， Hiroaki KANEKO 
(Received Feb. 8， 1986) 
This study aims at measuring the urban intensity against 
the snows for the first step to make a counterplan for snow 
damage from the long view. Firstly， intensity is defined 
considering the conditions of land use and road system， and 
the present figures are calculated for 27 land use zones of 
Fukui urbanized area. Secondly， the conditions of land use 
in future are forecasted with original land-use model. 






































Li = ZWk 












して計算する。また，確保幅員は 4車線道路で 2車線(一方向 l車線)， 6車線道路では 4車線を
それぞれ確保するものとする。ただし車線当りの幅員は 3.25mとして計算する。
H.D Ve二一五五一・工 (x)・ (L-L') 
ただし，工昨 {cos-1(1-x) -J1 -( 1 -X)2・(1-x)}-i











Ve =D ・(L-L')・H・ρ'nlρ (5) 
乙ζで Pn 新雪時の雪密度(0.1 g I cm3 ) 
ρ:排雪時の雪密度(0.4 g I cm3 ) 
よって，道路からの排雪需要量Riは，
















































積雪深 2. 50m 
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るが，だいたいA-1中央， B -1松本・宝永， B -2駅東， B -3橋南， B -5花月などのゾー
ンで，市街地中心部に集中している。乙れらのゾーンではすべて，土地利用率が95%を超えている
上，建ペイ率も他のゾーンと比較すると高い万であり，ゾーン内の空地が非常に少ないことが強く








? ? ???? ??? (8) 
乙乙で Fi ゾーン iの耐雪力
Oj :雪捨場Jの堆雪可能量(104 m3 ) 
DEi ゾーン iの排雪需要量 (104m3) 







ている。そして，積雪深が 2.00m以上になると， 0 -7板垣を除いてゾーンによる差はあまりみら
れなくなっている。
さらに詳細にみてみると，耐雪力の小さなゾーンは，積雪深が1.50mまでのときは， 0 -1江端，
0-6上北野， c -8花堂， 0 -12社南， C -5下北野の順である。積雪深が1.75 m以上になると
順位にかなりの変動がみられ，積雪深が 2.50mのときには，耐雪力の小さなj慣に 0-11江端 C-
8花堂， C -6上北野， C -19新田塚， C -12社南となっている。また，各ケースを通して C-
1江端が常に最も耐雪力が小さいゾーンとなっている。耐雪力の小さいゾーンは， B -5花月， B 
-2駅東を除けば，いずれも市街地縁辺部に位置しており，乙れらのゾーンでは指定雪捨場までの
距離抵抗が大きく，かっ排雪需要量も比較的多くなっている o

































日(七)=Z l J exp{-Li(t)} 
i IDi工(t)}















Xij (七十 1)=k・{Xij(t)}a • exp{s・Pi(t)} uo 
ここで， Xij(七+1) t+1期におけるゾーン iの用途 Jの面積(j二 1，2， 3) (haJ 







データをもとに，重回帰分析により行った。さらに，距離パラメータ rについては， 0.0から 3.0 
まで O.2間隔で計16ケースについて，重相関係数およびRMS誤差を算出し，それらの比較を行った。




















.トータルを用いて収束計算を行うと表 3のようになった。乙れをみると，住宅系用途では C-7 
板垣およびC-14加茂ケ原で現在の 2倍強に増加する乙とが予測され，商業系用途では C-6上北
野， C -7板垣および C-14加茂ケ原で顕著な伸びがみられる o さらに，工業系用途でも上述のゾ
ーンでの増加が際立っており，今後これらのゾーンを中心に土地利用が伸び，市街化がさらに進行
すると思われる。
表 2 ゾーン別ポテ 表 3 将来予測値(収束計算後)
ンシャ(ル
将来) ‘:1"'-:， No. リロ:伊予
~‘zウタク ~ョウキ‘ヨウ コウキ‘ヨウ Total 
ソ‘・〉 事・テ:，;，ャ晶 A-1予zウ:tウ 36.8 18.2 令・。.・. 。 77.2 ( 77.2) 
B-1 可ヲモト・章。zイ 77.1 7.5 15.1 99.7 ( 99.7) 
A-l テマヲzウモオトウ・事ウ工イ 8.60 B-2 xキヒカ‘~ 55.7 5.1 15.9 76.7 ( 76.7) B-l マヲモ 8.80 B-3 キョウナ〉 51.9 3.4 20.7 76.0 ( 76.0) B-2 :tキヒカ‘シ 8.59 B-4 nワ 46.9 7.5 18.6 73.0 ( 73.0) B-3 .ョウ，.:，. 8.64 B-5 カ!r~ヲ 64.9 7.5 13.7 86.1 ( 86.1】B-4 nワ 9.05 C-l フ‘〉キヨウ 82.7 8.4 19.0 110.1 010.1】8・5ヵ!r‘ヲ 8.60 C-2 !rイモウ 72.8 17.0 59.4 149.2 【149.2】C-1 7・ュ，キヨウ 9.5~ C-3 ヒノテ‘ 45.0 9.3 23.6 77.9 ( 77.9) C-2 ヲイモウ 9.85 C-4 ヨヲイ 73.5 7.3 30.7 111.7 5 【111.5)C-3 ヒノテ‘ 9.43 c・~モキタノ 61.3 15.4 30.1 106.7 Cl06.7】C-4 ヨヲイ 12.41 c・6カ主宰タノ 79.1 30.2 39.3 148.6 (148.6) C-5 シモキタノ 10.76 C-7イ9刃‘キ 115.0 22.5 64.8 202.3 【202.3】C-611ミキ'JJ 12.21 C-8 1¥ナ〉ト‘ウ 45.1 15.9 63.9 124.9 【124.9)C-7 イ夕方‘キ 13.39 C-9 ヤ守才ク 45.2 2.7 30.0 77.9 ( 77.9) 
C-S nVTマシ才タト‘ウ 11.00 C-I0 守イヤ 45.6 11.0 35.8 92.4 ( 92.4】c・9 11.12 C-11 :t/¥‘7 76.3 18.7 44.8 139.8 (139.8) C-10 守イヤ 12.82 C-12 ，，~ロミナ主 94.0 11.1 30.2 135.3 【135.3)
C-11 X1¥‘'J 10.5日 C-13 ウシト‘ウコウ:r.:， 30.2 2.1 2.4 34.7 ( 34.71 C-12 ，，~ロ主す主 11.41 C-14 カモカ‘ワラ 15146.0 a 103..0 4 298..2 9 15S3S ..49tt15ea3..493 】C-13 ウ〉ト‘ウコウエユ， 8.74 C-15 ヒ力、会アコ、
C-14 カモカ‘ワラ 13.48 C-16 ~ナト 51.2 4.3 17.3 72.8 ( 72.8 】C-15 ヒカ・~J'コ‘ 9.84 C-17 =~7;:'~;:'守 80.0 7.8 21.0 108.8 【108.8】
C-16 !:ナト 9.91 C-18 マキノ~守 77.4 6.5 20.7 104.5 (104.5) C-17 ::!tヲ:;..~守 10.99 C-19 =.，<Jヲ‘力 94.2 6.7 41.7 142.6 (142.6 】C-18 守幸ノ~守 9.18 C-20 イクヒ守 48.8 10.5 20.1 79.4 I 79.4) 
C-19 =ヲrr刃 11.02 C-21 夕方宰‘ 87.8 10.7 44.5 143.0 【143.0)C-20 イタヒザ 10.95 










































積雪混 2. 50rn 単位:10・n
宅地 道
も葡蕗道総蕗It 公可の園処能理で量地区名 住宅 簡素工寮 小計 幹線道関 総排雪量2車線 4車線<D4車規~6車線記06車線(g小計
排雪需要量と同様に現況とほとんど差はみられなかった。耐雪力の大きいゾーンは各ケースを通し
てそれほど変動はみられず，だいたい C-13運動公園， C -21高木， C -20幾久， B -1松本・宝




雪力が全ケースとも現況を上回っているのは， B -2駅東および C-13運動公園で，逆に，全ケー


































⑤ 将来の耐雪力を現況と比較すると，全体的 C-3 
には，積雪深が1.50m程度までは現況とほぼ
伸び寧





























2) 福井県:雪に強い都市づくり等の研究報告書， 1982 
